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１.はじめに 

ダムのグラウチング工は，財)国土技術研究センターに

より平成 13 年に技術指針の改訂が行われ，平成 15 年 4 月

から本格運用が開始されている 1)．国土交通省発注の長井

ダム建設工事では，改訂された指針の試行現場として，平

成 14 年度に設計および施工計画の見直しが行われた．本

報文は，この技術指針改訂に伴う当該ダムの検討事例につ

いて報告するものである． 

２．地質概要 

ダムサイトには，白亜紀から古第三紀にかけて貫入した

新期花崗岩類に属する花崗閃緑岩（野川型花崗閃緑岩）が

分布している．岩質部は堅硬であるが，節理などの細かい割れ目が卓越する性状を呈する． 

３．グラウチング技術指針の改訂の経緯 

 グラウチング工は，ダム基礎岩盤にセメントミルクを圧入することにより，遮水性の確保と弱部補強を図

る工法である．従来，この工法の設計･施工手法については，全てのダム現場において安全で確実な改良が

実施されることを目的として，グラウチング技術指針にて標準化されていた．しかしながら，近年，個々の

ダムサイトにおける地質状況が多様化するとともに，コスト縮減に対する社会的要請を受け，地質状況に応

じた最適な設計･施工手法の確立を目的として，技術指針の改訂が行われた 1)． 

４．長井ダムにおける適用内容 

 長井ダムでは，平成 14 年度の打設開始に先立ち，平

成 11 年にグラウチング計画が策定され，平成 13 年 10

月よりコンソリデーショングラウチングの試験施工が実

施されていた．これに対して，平成 14 年 4 月に直轄ダ

ムにおける試行運用の一環としてこの技術指針改訂版が

適用され，設計および施工計画の見直しが行われた．以

下，検討内容について詳述する．  

(1)コンソリデーショングラウチングの設計 

 当初設計において，コンソリデーショングラウチング

の施工範囲は，図-1 に示すように，旧指針および既施工

現場の事例に準じて，基礎岩盤の遮水性と変形性の改良

を目的に，堤敷全面で改良深度 10m の範囲が対象とされ

ていた．また，改良目標値も，5Lu と設定されていた． 

これに対して，技術指針改訂版をもとに設計の再検討 

が行われ，遮水性の改良を目的とした上流コンソリと弱 
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写真－１ 長井ダム施工状況 

図－１ ｺﾝｿﾘﾃﾞｰｼｮﾝｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞの施工範囲
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部補強を目的とした下流コンソリとに分けて，それぞれの目的に応じた施工範囲(範囲･深度)および改良目

標値などが設定された．具体的な施工範囲については，図-1 に示すように，基礎排水孔付近で上下流コンソ

リの境界が設定され，施工深度については上流 10m に対して下流 5m とされた．また改良目標値については，

下流側のみ 10Lu に緩和するとともに，単位セメント注入量 50kg/m の基準も設定し，いずれかが満足すれば

完了とする基準を設定した． 

(2)カーテングラウチングの設計 

 当初設計において，カーテングラ

ウチングの改良目標値は，旧指針お

よび既施工現場の事例に準じて一律

2Lu に設定されていた．これに対し

て，図-2 に示すように，指針改訂版

の記述に準じ深度ごとの改良目標値

が設定されるとともに，その目標値

と基礎岩盤の透水性状との対応関係より施工範囲の見直しが行われた． 

具体的には，図-2 に示すように，改良目標値が鉛直･水平方向ともダム高 H の半分 1/2H 相当以浅は 2Lu，

これ以深は 5Lu と設定された．また施工範囲･深度は，岩盤の透水性状が改良目標値より低い範囲は削除し，

左右岸リム部の施工範囲は地下水位と常時満水位との交点を基準とすること，ダム高 H 以上の深度は設定さ

れないことなどの基準をもとに，図-2 に示すよう再設定された． 

 (3)試験施工の内容 

試験施工については，指針改訂版において，

グラウチング計画の妥当性を検証する目的で

施工の最初の段階に実施するとされており，

施工完了後，注入実績や改良効果を分析し必

要があれば注入仕様を見直すことの重要性が

強調されている 1)．これに対し長井ダムでは，

設計段階で実施され，注入データや改良状況

を確認することにより，計画が見直された． 

試験施工の概要を，表-1 に示す．施工当初

は各施工場所において当初設定されていた２

つの注入仕様①低圧･低濃度注入，②高圧･高濃度注入による改良を実施し，その注入効率，改良効果を比較･

検討した．その結果，圧力は，特に風化部での注入状況から高圧の方が有効であると確認された．またセメ

ントミルクの濃度は，セメントの注入量と注入時間のバランスを考慮し，高濃度と低濃度の中間の中濃度配

合が新たに設定された．最終的に採用された③高圧･中濃度注入については，試験施工の後半で実際に注入

を行い，その有効性を確認した上で本施工において実施された． 

５．おわりに 

長井ダムでは，グラウチング技術指針改訂に際しての試行現場として，具体的な設計および施工計画の変

更作業，そして試験施工の計画策定･実施を経て，本施工の段階へと推移した．各段階の検討では，企業者，

設計コンサルタント，施工者がそれぞれの立場で懸案事項に対処することにより，本ダムサイトにおいて最

適なグラウチング工を実施することが可能となった．今後，技術指針改訂版によるグラウチング工を実施し

ていく上では，今回の検討時の状況を考慮すると，指針改訂内容の理解や各サイト特有の地質状況および透

水性状の把握とともに，企業者，設計コンサルタント，施工者間の綿密な連携が重要であると考える． 

参考文献 １）財団法人国土技術研究センター：グラウチング技術指針･同解説，2003.7 

 
図－２ ｶｰﾃﾝｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞの施工範囲 

表－１ 試験施工実施一覧 
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